
	[image: image1.emf]B：派遣の種別（※複数回答可）

①災害時の応援協定に基づく派遣

②知事会等の調整による派遣

③市町村と連携した派遣

④その他（　　　　　　　　　　　　）

C：派遣先自治体名＜○○県△△市＞

（※複数回答可）

①被災者の健康相談

②被災者、

児童の心のケア

③避難所運営支援

④避難所衛生対策

(バキュームカーの派遣など)

⑤医療救護活動 ⑥消防活動、救助活動

⑦給水支援、水道復旧

に関する支援

⑧下水道復旧

に関する支援

⑨土木、農業関連施設

復旧支援

⑩被災建築物

応急危険度判定

⑪家屋被害判定、

被害宅地危険度判定

⑫災害対策本部運営支援

⑬ガレキ処理 ⑭ゴミ収集支援

⑮仮設住宅に関する支援、

公営住宅補修支援

⑯救援物資配送支援

(物資提供を除く)

⑰一般行政応援 ⑱り災証明書発行業務 ⑲災害復興本部運営支援 ⑳災害復興計画策定支援

㉑被災者の生活再建

支援業務

㉒災害公営住宅

支援業務

①被災者の健康相談

②被災者、

児童の心のケア

③避難所運営支援

④避難所衛生対策

(バキュームカーの派遣など)

⑤医療救護活動 ⑥消防活動、救助活動

⑦給水支援、水道復旧

に関する支援

⑧下水道復旧

に関する支援

⑨土木、農業関連施設

復旧支援

⑩被災建築物

応急危険度判定

⑪家屋被害判定、

被害宅地危険度判定

⑫災害対策本部運営支援

⑬ガレキ処理 ⑭ゴミ収集支援

⑮仮設住宅に関する支援、

公営住宅補修支援

⑯救援物資配送支援

(物資提供を除く)

⑰一般行政応援 ⑱り災証明書発行業務 ⑲災害復興本部運営支援 ⑳災害復興計画策定支援

㉑被災者の生活再建

支援業務

㉒災害公営住宅

支援業務

A

2011年7月

から

2011年9月

までの間

B



D

C



　　　　人

㉓その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

A：派遣時期

D：派遣職員

のべ人数

（人）

E：支援内容（あてはまるものすべてに○をつけてください）

㉓その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

A

2011年3月

から

2011年6月

までの間

B

C



D



　　　　人

【実施機関】
	明治大学危機管理研究センター　[プロジェクト代表：中林一樹　特任教授]
　本調査は、文部科学省科学研究費補助金基盤S（課題番号24221010）「『国難』となる最悪の被災シナリオと減災対策」（課題代表　関西大学教授　河田恵昭）の一環として行うものです。


	【調査対象】
	全国47都道府県の地域防災計画担当課


	【調査目的】
	本調査の目的は、次の３つです。
· 都道府県における、災害支援協定の締結状況を把握すること
· 各都道府県の地域防災計画、マニュアル（以下、「地域防災計画等」という。）において、広域支援計画・広域受援計画がどの程度充実しているのかを分析すること
· 東日本大震災の経験などどのような要因が、上記充実度に対して影響を及ぼしたのかを分析すること


	【調査票構成】
	本調査は3部に分かれ、問１から問８まであります。
第１部：自治体間の広域応援体制……………………………………………《問１》
第２部：地域防災計画等における、広域支援計画の充実度
　　　（１）広域支援の判断基準……………………………………………《問２》
　　　（２）物的支援体制の構築……………………………………………《問３》
　　　（３）人的支援体制の構築……………………………………………《問４》
第３部：地域防災計画等における、広域受援計画の充実度
　　　（１）広域受援の判断基準……………………………………………《問５》
　　　（２）物的受援体制の構築……………………………………………《問６》
　　　（３）人的受援体制の構築……………………………………………《問７》
　　　（４）東日本大震災における受援状況………………………………《問８》


	【回答方法】
	本調査は特段の時点指定（例えば「東日本大震災の際」）がない場合には、2014年（平成26年）3月31日時点の状況について、回答をお願いいたします。
（１）郵送による回答を希望の場合、調査票に記入の上、同封の返信用封筒にて提出をお願いいたします。
（２）電子メールによる回答を希望の場合、次のURLから調査票データをダウンロードの上、回答を記入したデータを下記送付先あてに送信をお願いいたします。
· 調査票ダウンロードURL　　http://www.kisc.ac.jp/~crisishp/
· 回答送付先E-mail　　　　　cc31008@meiji.ac.jp


	【回答期限】
	2014年（平成26年）6月13日（金）までに回答をお願いいたします。


	【結果の公表】
	調査にご協力いただきました都道府県には、調査集計結果をお送りいたします。
なお、本調査は統計的に分析するため、貴都道府県の回答内容が明らかになることはございません。


	【問合先】
	明治大学危機管理研究センター　[調査担当：鉢呂（はちろ）《派遣元：北海道庁》]
電話：03-3296-4564　FAX：03-3296-4295　E-mail：cc31008@meiji.ac.jp



[image: image2.emf]B：派遣の種別（※複数回答可）

①災害時の応援協定に基づく派遣

②知事会等の調整による派遣

③市町村と連携した派遣

④その他（　　　　　　　　　　　　）

C：派遣先自治体名＜○○県△△市＞

（※複数回答可）

①被災者の健康相談

②被災者、

児童の心のケア

③避難所運営支援

④避難所衛生対策

(バキュームカーの派遣など)

⑤医療救護活動 ⑥消防活動、救助活動

⑦給水支援、水道復旧

に関する支援

⑧下水道復旧

に関する支援

⑨土木、農業関連施設

復旧支援

⑩被災建築物

応急危険度判定

⑪家屋被害判定、

被害宅地危険度判定

⑫災害対策本部運営支援

⑬ガレキ処理 ⑭ゴミ収集支援

⑮仮設住宅に関する支援、

公営住宅補修支援

⑯救援物資配送支援

(物資提供を除く)

⑰一般行政応援 ⑱り災証明書発行業務 ⑲災害復興本部運営支援 ⑳災害復興計画策定支援

㉑被災者の生活再建

支援業務

㉒災害公営住宅

支援業務

①被災者の健康相談

②被災者、

児童の心のケア

③避難所運営支援

④避難所衛生対策

(バキュームカーの派遣など)

⑤医療救護活動 ⑥消防活動、救助活動

⑦給水支援、水道復旧

に関する支援

⑧下水道復旧

に関する支援

⑨土木、農業関連施設

復旧支援

⑩被災建築物

応急危険度判定

⑪家屋被害判定、

被害宅地危険度判定

⑫災害対策本部運営支援

⑬ガレキ処理 ⑭ゴミ収集支援

⑮仮設住宅に関する支援、

公営住宅補修支援

⑯救援物資配送支援

(物資提供を除く)

⑰一般行政応援 ⑱り災証明書発行業務 ⑲災害復興本部運営支援 ⑳災害復興計画策定支援

㉑被災者の生活再建

支援業務

㉒災害公営住宅

支援業務

A

2012年4月

以降

（現在まで）

B



D

C



　　　　人

㉓その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

A：派遣時期

D：派遣職員

のべ人数

（人）

E：支援内容（あてはまるものすべてに○をつけてください）

A

2011年10月

から

2012年3月

までの間

B



D

C



　　　　人

㉓その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

[image: image3.emf]B：派遣の種別（※複数回答可）

①災害時の応援協定に基づく派遣

②知事会等の調整による派遣

③市町村と連携した派遣

④その他（　　　　　　　　　　　　）

C：派遣元自治体名＜○○県△△市＞

（※複数回答可）

①被災者の健康相談

②被災者、

児童の心のケア

③避難所運営支援

④避難所衛生対策

(バキュームカーの派遣など)

⑤医療救護活動 ⑥消防活動、救助活動

⑦給水支援、水道復旧

に関する支援

⑧下水道復旧

に関する支援

⑨土木、農業関連施設

復旧支援

⑩被災建築物

応急危険度判定

⑪家屋被害判定、

被害宅地危険度判定

⑫災害対策本部運営支援

⑬ガレキ処理 ⑭ゴミ収集支援

⑮仮設住宅に関する支援、

公営住宅補修支援

⑯救援物資配送支援

(物資提供を除く)

⑰一般行政応援 ⑱り災証明書発行業務 ⑲災害復興本部運営支援 ⑳災害復興計画策定支援

㉑被災者の生活再建

支援業務

㉒災害公営住宅

支援業務

①被災者の健康相談

②被災者、

児童の心のケア

③避難所運営支援

④避難所衛生対策

(バキュームカーの派遣など)

⑤医療救護活動 ⑥消防活動、救助活動

⑦給水支援、水道復旧

に関する支援

⑧下水道復旧

に関する支援

⑨土木、農業関連施設

復旧支援

⑩被災建築物

応急危険度判定

⑪家屋被害判定、

被害宅地危険度判定

⑫災害対策本部運営支援

⑬ガレキ処理 ⑭ゴミ収集支援

⑮仮設住宅に関する支援、

公営住宅補修支援

⑯救援物資配送支援

(物資提供を除く)

⑰一般行政応援 ⑱り災証明書発行業務 ⑲災害復興本部運営支援 ⑳災害復興計画策定支援

㉑被災者の生活再建

支援業務

㉒災害公営住宅

支援業務

A

2011年7月

から

2011年9月

までの間

B



D

C



　　　　人

㉓その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

A：派遣時期

D：派遣職員

受入のべ人数

（人）

E：支援内容（あてはまるものすべてに○をつけてください）

A

2011年3月

から

2011年6月

までの間

B



D

C



　　　　人

㉓その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

[image: image4.emf]B：派遣の種別（※複数回答可）

①災害時の応援協定に基づく派遣

②知事会等の調整による派遣

③市町村と連携した派遣

④その他（　　　　　　　　　　　　）

C：派遣元自治体名＜○○県△△市＞

（※複数回答可）

①被災者の健康相談

②被災者、

児童の心のケア

③避難所運営支援

④避難所衛生対策

(バキュームカーの派遣など)

⑤医療救護活動 ⑥消防活動、救助活動

⑦給水支援、水道復旧

に関する支援

⑧下水道復旧

に関する支援

⑨土木、農業関連施設

復旧支援

⑩被災建築物

応急危険度判定

⑪家屋被害判定、

被害宅地危険度判定

⑫災害対策本部運営支援

⑬ガレキ処理 ⑭ゴミ収集支援

⑮仮設住宅に関する支援、

公営住宅補修支援

⑯救援物資配送支援

(物資提供を除く)

⑰一般行政応援 ⑱り災証明書発行業務 ⑲災害復興本部運営支援 ⑳災害復興計画策定支援

㉑被災者の生活再建

支援業務

㉒災害公営住宅

支援業務

①被災者の健康相談

②被災者、

児童の心のケア

③避難所運営支援

④避難所衛生対策

(バキュームカーの派遣など)

⑤医療救護活動 ⑥消防活動、救助活動

⑦給水支援、水道復旧

に関する支援

⑧下水道復旧

に関する支援

⑨土木、農業関連施設

復旧支援

⑩被災建築物

応急危険度判定

⑪家屋被害判定、

被害宅地危険度判定

⑫災害対策本部運営支援

⑬ガレキ処理 ⑭ゴミ収集支援

⑮仮設住宅に関する支援、

公営住宅補修支援

⑯救援物資配送支援

(物資提供を除く)

⑰一般行政応援 ⑱り災証明書発行業務 ⑲災害復興本部運営支援 ⑳災害復興計画策定支援

㉑被災者の生活再建

支援業務

㉒災害公営住宅

支援業務

A

2012年4月

以降

（現在まで）

B



D

C



　　　　人

㉓その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

A：派遣時期

D：派遣職員

受入のべ人数

（人）

E：支援内容（あてはまるものすべてに○をつけてください）

A

2011年10月

から

2012年3月

までの間

B



D

C



　　　　人

㉓その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



[image: image5.emf]C)締結年月 F)日常交流の実績

D)最新修正年月 G)情報共有の実績

C)

1995年10月

F)

定期会議の開催

（年1回）

○ ①連絡調整 ○ ②応援調整 ○ ③情報収集員の派遣 ○

④災害応急活動に必要な

職員の派遣

D)

2007年11月

G)

地域防災計画の

相互交換

○

⑤食料・飲料水・生活必

需品の提供・斡旋

⑥救出、医療、防疫等に

必要な資機材・物資の提

供・斡旋

⑦車両、ヘリコプター等

の派遣・斡旋

○

⑧被災者の一時収容施設

の提供・斡旋

○

C) F)

①連絡調整 ②応援調整 ③情報収集員の派遣

④災害応急活動に必要な

職員の派遣

D) G)

⑤食料・飲料水・生活必

需品の提供・斡旋

⑥救出、医療、防疫等に

必要な資機材・物資の提

供・斡旋

⑦車両、ヘリコプター等

の派遣・斡旋

⑧被災者の一時収容施設

の提供・斡旋

C) F)

①連絡調整 ②応援調整 ③情報収集員の派遣

④災害応急活動に必要な

職員の派遣

D) G)

⑤食料・飲料水・生活必

需品の提供・斡旋

⑥救出、医療、防疫等に

必要な資機材・物資の提

供・斡旋

⑦車両、ヘリコプター等

の派遣・斡旋

⑧被災者の一時収容施設

の提供・斡旋

C) F)

①連絡調整 ②応援調整 ③情報収集員の派遣

④災害応急活動に必要な

職員の派遣

D) G)

⑤食料・飲料水・生活必

需品の提供・斡旋

⑥救出、医療、防疫等に

必要な資機材・物資の提

供・斡旋

⑦車両、ヘリコプター等

の派遣・斡旋

⑧被災者の一時収容施設

の提供・斡旋

C) F)

①連絡調整 ②応援調整 ③情報収集員の派遣

④災害応急活動に必要な

職員の派遣

D) G)

⑤食料・飲料水・生活必

需品の提供・斡旋

⑥救出、医療、防疫等に

必要な資機材・物資の提

供・斡旋

⑦車両、ヘリコプター等

の派遣・斡旋

⑧被災者の一時収容施設

の提供・斡旋

3

A) B)

E)

⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4

A) B)

E)

⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1

A) B)

E)

⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2

A) B)

E)

⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

番号A)協定名称 B)協定の相手先

H)協定内容（該当するものすべてに○を記入してください。）

※　①～⑧以外に支援する取り決めがある場合は、「⑨その他」を選択し、その内容を具体的に記入してください。

E)締結のきっかけ

記

載

例

A)



大規模災害時等の○○○４県相

互応援に関する協定

B)



○○県、△△県、□□県、

◇◇県

E)

阪神・淡路大震災 ⑨その他（　災害廃棄物の処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問１－２　【支援計画の有無】平成２４年９月に修正された防災基本計画では、自治体は地域防災計画等に支援計画を位置づけるよう努めるものとされています。貴都道府県は、地域防災計画等に支援計画を位置づけていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	東日本大震災以前から位置づけており、平成２４年度以降に修正した
	

	２
	平成２４年度以降に初めて位置づけた
	

	３
	東日本大震災以前から位置づけていたが、平成２４年度以降、特に修正していない
	

	４
	未だ位置づけていないが、検討中である
	

	５
	位置づけを検討する予定である
	

	６
	位置づけを検討する予定はない
	


問１－３　【位置づけをした支援計画】貴都道府県が支援計画を位置づけた（または、位置づける予定の）ものは、具体的にどの計画ですか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「３　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	地域防災計画
	

	２
	活動マニュアル
	

	３
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	４
	未定
	

	５
	予定はない
	


	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	東日本大震災以前から作成し、平成２４年度以降に修正した
	

	２
	平成２４年度以降に初めて作成した
	

	３
	東日本大震災以前から作成していたが、平成２４年度以降、特に修正していない
	

	４
	未だ作成していないが、検討中である
	

	５
	作成を検討すべきだが、未検討である
	

	６
	作成を検討する予定はない
	


問１－４　【自治体BCPの作成】防災基本計画では、地方公共団体は、災害発生時の応急対策等の実施や優先度の高い通常業務の継続のため、業務継続計画の策定等により、業務継続性の確保を図るものとされています。貴都道府県は、業務継続計画（いわゆる「自治体BCP」）を作成していますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	東日本大震災以前から位置づけており、平成２４年度以降に修正した
	

	２
	平成２４年度以降に初めて位置づけた
	

	３
	東日本大震災以前から位置づけていたが、平成２４年度以降、特に修正していない
	

	４
	未だ位置づけていないが、検討中である
	

	５
	位置づけを検討する予定である
	

	６
	位置づけを検討する予定がない
	


問１－５　【受援計画の有無】平成２４年９月に修正された防災基本計画では、自治体は地域防災計画等に受援計画を位置づけるよう努めるものとされています。貴都道府県は、地域防災計画等に受援計画を位置づけていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	地域防災計画
	

	２
	活動マニュアル
	

	３
	自治体BCP
	

	４
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	５
	未定
	

	６
	予定はない
	



問１－６　【位置づけをした受援計画】貴都道府県が受援計画を位置づけた（または、位置づける予定の）ものは、具体的にどの計画ですか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「４　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
問１－７　【重点分野（広域応援体制）】東日本大震災以降で、貴都道府県において、特に力を入れて見直した施策はありますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「７　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	他自治体との災害時相互応援協定の締結
	

	２
	地域防災計画の修正
	

	３
	マニュアルの修正
	

	４
	自治体BCPの作成・修正
	

	５
	支援計画の作成・修正
	

	６
	受援計画の作成・修正
	

	７
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	８
	特に力を入れて見直した施策はない
	


第2部……地域防災計画等における、広域支援計画の充実度
　※　第２部では、貴都道府県が他の被災都道府県やその市区町村に対する支援を対象として、東日本大震災時に実際に行った支援や、現在の貴都道府県地域防災計画等に記載している内容について、お聞きします。
（１）広域支援の判断基準
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	自然災害（地震、津波、風水害、火山噴火、雪害、等）
	

	２
	事故災害（原子力災害、大規模火災、危険物等事故、等）
	

	３
	感染症
	

	４
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	５
	特に想定していない
	


問２－１　【想定する災害種別】貴都道府県が被災した他都道府県の自治体に対して支援を行う場合、どの災害を想定していますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「４　その他」を選択した場合は、想定する災害を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	要請がなかったが、具体的な判断基準により、自主的に支援を行った
	

	２
	要請がなく、具体的な判断基準も定めていなかったが、自主的に支援を行った
	

	３
	要請によってのみ、支援を行った
	

	４
	支援は行わなかった
	


問２－２－A①　【協定支援の開始基準A①】東日本大震災の際、貴都道府県は、協定の相手先に対して、どのような場合に支援を行いましたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	震度、降水量など、災害をもたらす自然現象の規模に基づく基準
	

	２
	死者数、全壊家屋数など、被害の大きさに基づく基準
	

	３
	職員や庁舎の被災など、被災自治体の人員、物資等の資源不足に基づく基準
	

	４
	協定の相手先と連絡が取れないなど、応急対応に支障をきたす状況に基づく基準
	

	５
	派遣可能な職員数、被災地での自己完結能力など、貴都道府県の支援能力に基づく基準
	

	６
	被災自治体との物理的距離や交通網など、貴都道府県からのアクセスに基づく基準
	

	７
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	


問２－２－A②　【協定支援の開始基準A②】問２－２―A①で１と回答した場合、どのような基準で判断しましたか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「７　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
問２－２－B①　【協定支援の開始基準B①】現在、貴都道府県は、協定の相手先に対して、どのような場合に支援を行うこととしていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	要請がなくても自主的に支援を行うために、具体的な判断基準を定めている
	

	２
	要請がなくても自主的に支援を行うことがあるが、具体的な判断基準は定めていない
	

	３
	要請によってのみ、支援を行うこととしている
	

	４
	特に定めていない
	


問２－２－B②　【協定支援の開始基準B②】問２－２―B①で１と回答した場合、どのような基準で判断することとしていますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「７　その他」を選択した場合は、その基準を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	震度、降水量など、災害をもたらす自然現象の規模に基づく基準
	

	２
	死者数、全壊家屋数など、被害の大きさに基づく基準
	

	３
	職員や庁舎の被災など、被災自治体の人員、物資等の資源不足に基づく基準
	

	４
	協定の相手先と連絡が取れないなど、応急対応に支障をきたす状況に基づく基準
	

	５
	派遣可能な職員数、被災地での自己完結能力など、貴都道府県の支援能力に基づく基準
	

	６
	被災自治体との物理的距離や交通網など、貴都道府県からのアクセスに基づく基準
	

	７
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	


問２－３－A①　【協定外支援の開始基準A①】東日本大震災の際、貴都道府県は、協定を締結していない相手先に対して、どのような場合に支援を行いましたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。また、「３　要請によってのみ、支援を行った」を選択した場合は、具体的な要請元を記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	要請がなかったが、具体的な判断基準により、自主的に支援を行った
	

	２
	要請がなく、具体的な判断基準も定めていなかったが、自主的に支援を行った
	

	３
	要請によってのみ、支援を行った
要請元（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	４
	支援は行わなかった
	


問２－３－A②　【協定外支援の開始基準A②】問２－３－A①で１と回答した場合、どのような基準で判断しましたか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「７　その他」を選択した場合は、その基準を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	震度、降水量など、災害をもたらす自然現象の規模に基づく基準
	

	２
	死者数、全壊家屋数など、被害の大きさに基づく基準
	

	３
	職員や庁舎の被災など、被災自治体の人員、物資等の資源不足に基づく基準
	

	４
	協定の相手先と連絡が取れないなど、応急対応に支障をきたす状況に基づく基準
	

	５
	派遣可能な職員数、被災地での自己完結能力など、貴都道府県の支援能力に基づく基準
	

	６
	被災自治体との物理的距離や交通網など、貴都道府県からのアクセスに基づく基準
	

	７
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	


	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	要請がなくても自主的に支援を行うために、具体的な判断基準を定めている
	

	２
	要請がなくても自主的に支援を行うことがあるが、具体的な判断基準は定めていない
	

	３
	要請によってのみ、支援を行う
要請元（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	４
	協定を締結していない被災自治体への支援は、特に想定していない
	

	５
	特に定めていない
	


問２－３－B①　【協定外支援の開始基準B①】現在、貴都道府県は、協定を締結していない相手先に対して、どのような場合に支援を行うこととしていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。また、「３　要請によってのみ、支援を行う」を選択した場合は、具体的に想定している要請元を記入してください。
問２－３－B②　【協定外支援の開始基準B②】問２－３－B①で１と回答した場合、どのような基準で判断することとしていますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「７　その他」を選択した場合は、その基準を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	震度、降水量など、災害をもたらす自然現象の規模に基づく基準
	

	２
	死者数、全壊家屋数など、被害の大きさに基づく基準
	

	３
	職員や庁舎の被災など、被災自治体の人員、物資等の資源不足に基づく基準
	

	４
	協定の相手先と連絡が取れないなど、応急対応に支障をきたす状況に基づく基準
	

	５
	派遣可能な職員数、被災地での自己完結能力など、貴都道府県の支援能力に基づく基準
	

	６
	被災自治体との物理的距離や交通網など、貴都道府県からのアクセスに基づく基準
	

	７
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	


問２－４－A　【支援先の優先順位１A】東日本大震災の際、貴都道府県が複数の協定を締結し、かつ、複数の協定締結先が被災した場合、支援先はどのように決定しましたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。また、「５　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	地域防災計画等にあらかじめ定められた支援の優先順位により支援した
	

	２
	被害状況が大きい協定相手に対して、優先的に支援した
	

	３
	要請が早い協定相手に対して、優先的に支援した
	

	４
	すべての協定相手に公平に支援した
	

	５
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	６
	複数の協定を結んでいなかった、または、協定締結先が複数被災することはなかった
	

	７
	支援は行わなかった
	


	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	被災状況によらず、地域防災計画等にあらかじめ支援の優先順位を定めている
	

	２
	被害状況が大きい協定相手に対して、優先的に支援することとしている
	

	３
	要請が早い協定相手に対して、優先的に支援することとしている
	

	４
	すべての協定相手に公平に支援することとしている
	

	５
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	６
	特に定めていない（複数の協定を結んでいない）
	


問２－４－B　【支援先の優先順位１B】現在、貴都道府県が複数の協定を締結し、かつ、複数の協定締結先が被災した場合、支援先はどのように決定することとしていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。また、「５　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
問２－５　【支援先の優先順位２】状況が異なる２つの候補先を支援する場合、貴都道府県は支援先としてどちらを優先しますか。（１）～（21）のそれぞれ２択のうち、支援を優先する選択肢の解答欄（□）に、チェック（レ）を入れるか、黒く（■）塗りつぶしてください。
	（１）
	□　①ブロック協定支援（要請あり）
	vs
	□　②ブロック協定支援（要請なし）

	（２）
	□　①ブロック協定支援（要請あり）
	vs
	□　③個別協定支援（要請あり）

	（３）
	□　①ブロック協定支援（要請あり）
	vs
	□　④個別協定支援（要請なし）

	（４）
	□　①ブロック協定支援（要請あり）
	vs
	□　⑤協定未締結支援（要請あり）

	（５）
	□　①ブロック協定支援（要請あり）
	vs
	□　⑥協定未締結支援（要請なし）

	（６）
	□　①ブロック協定支援（要請あり）
	vs
	□　⑦国からの要請による支援

	（７）
	□　②ブロック協定支援（要請なし）
	vs
	□　③個別協定支援（要請あり）

	（８）
	□　②ブロック協定支援（要請なし）
	vs
	□　④個別協定支援（要請なし）

	（９）
	□　②ブロック協定支援（要請なし）
	vs
	□　⑤協定未締結支援（要請あり）

	（10）
	□　②ブロック協定支援（要請なし）
	vs
	□　⑥協定未締結支援（要請なし）

	（11）
	□　②ブロック協定支援（要請なし）
	vs
	□　⑦国からの要請による支援

	（12）
	□　③個別協定支援（要請あり）
	vs
	□　④個別協定支援（要請なし）

	（13）
	□　③個別協定支援（要請あり）
	vs
	□　⑤協定未締結支援（要請あり）

	（14）
	□　③個別協定支援（要請あり）
	vs
	□　⑥協定未締結支援（要請なし）

	（15）
	□　③個別協定支援（要請あり）
	vs
	□　⑦国からの要請による支援

	（16）
	□　④個別協定支援（要請なし）
	vs
	□　⑤協定未締結支援（要請あり）

	（17）
	□　④個別協定支援（要請なし）
	vs
	□　⑥協定未締結支援（要請なし）

	（18）
	□　④個別協定支援（要請なし）
	vs
	□　⑦国からの要請による支援

	（19）
	□　⑤協定未締結支援（要請あり）
	vs
	□　⑥協定未締結支援（要請なし）

	（20）
	□　⑤協定未締結支援（要請あり）
	vs
	□　⑦国からの要請による支援

	（21）
	□　⑥協定未締結支援（要請なし）
	vs
	□　⑦国からの要請による支援


　上記選択肢の詳しい内容は、次のとおりです。
	表示
	内容
	要請
有無

	①ブロック協定支援（要請あり）
	全国知事会・ブロック協定の締結先に対する支援
	あり

	②ブロック協定支援（要請なし）
	全国知事会・ブロック協定の締結先に対する支援
	なし

	③個別協定支援（要請あり）
	個別協定の締結先に対する支援
	あり

	④個別協定支援（要請なし）
	個別協定の締結先に対する支援
	なし

	⑤協定未締結支援（要請あり）
	協定を締結していない自治体に対する支援
	あり

	⑥協定未締結支援（要請なし）
	協定を締結していない自治体に対する支援
	なし

	⑦国からの要請による支援
	国からの要請に基づく支援
	あり


	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	支援は行っていない
	

	２
	[image: image6.emf]C)締結年月 F)日常交流の実績

D)最新修正年月 G)情報共有の実績

C) F)

①連絡調整 ②応援調整 ③情報収集員の派遣

④災害応急活動に必要な

職員の派遣

D) G)

⑤食料・飲料水・生活必

需品の提供・斡旋

⑥救出、医療、防疫等に

必要な資機材・物資の提

供・斡旋

⑦車両、ヘリコプター等

の派遣・斡旋

⑧被災者の一時収容施設

の提供・斡旋

C)



F)



①連絡調整 ②応援調整 ③情報収集員の派遣

④災害応急活動に必要な

職員の派遣

D)



G)



⑤食料・飲料水・生活必

需品の提供・斡旋

⑥救出、医療、防疫等に

必要な資機材・物資の提

供・斡旋

⑦車両、ヘリコプター等

の派遣・斡旋

⑧被災者の一時収容施設

の提供・斡旋

C) F)

①連絡調整 ②応援調整 ③情報収集員の派遣

④災害応急活動に必要な

職員の派遣

D) G)

⑤食料・飲料水・生活必

需品の提供・斡旋

⑥救出、医療、防疫等に

必要な資機材・物資の提

供・斡旋

⑦車両、ヘリコプター等

の派遣・斡旋

⑧被災者の一時収容施設

の提供・斡旋

C) F)

①連絡調整 ②応援調整 ③情報収集員の派遣

④災害応急活動に必要な

職員の派遣

D) G)

⑤食料・飲料水・生活必

需品の提供・斡旋

⑥救出、医療、防疫等に

必要な資機材・物資の提

供・斡旋

⑦車両、ヘリコプター等

の派遣・斡旋

⑧被災者の一時収容施設

の提供・斡旋

C) F)

①連絡調整 ②応援調整 ③情報収集員の派遣

④災害応急活動に必要な

職員の派遣

D) G)

⑤食料・飲料水・生活必

需品の提供・斡旋

⑥救出、医療、防疫等に

必要な資機材・物資の提

供・斡旋

⑦車両、ヘリコプター等

の派遣・斡旋

⑧被災者の一時収容施設

の提供・斡旋

C) F)

①連絡調整 ②応援調整 ③情報収集員の派遣

④災害応急活動に必要な

職員の派遣

D) G)

⑤食料・飲料水・生活必

需品の提供・斡旋

⑥救出、医療、防疫等に

必要な資機材・物資の提

供・斡旋

⑦車両、ヘリコプター等

の派遣・斡旋

⑧被災者の一時収容施設

の提供・斡旋

C) F)

①連絡調整 ②応援調整 ③情報収集員の派遣

④災害応急活動に必要な

職員の派遣

D) G)

⑤食料・飲料水・生活必

需品の提供・斡旋

⑥救出、医療、防疫等に

必要な資機材・物資の提

供・斡旋

⑦車両、ヘリコプター等

の派遣・斡旋

⑧被災者の一時収容施設

の提供・斡旋

10

A) B)

E)

⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11

A) B)

E)

⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

8

A) B)

E)

⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9

A) B)

E)

⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6

A)



B)



E)



⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7

A) B)

E)

⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5

A) B)

E)

⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

番号A)協定名称 B)協定の相手先

H)協定内容（該当するものすべてに○を記入してください。）

※　①～⑧以外に支援する取り決めがある場合は、「⑨その他」を選択し、その内容を具体的に記入してください。

E)締結のきっかけ

支援を行った


	


問２－６―A　【支援の撤退基準A】東日本大震災の際、貴都道府県はどのような基準で支援の終了を判断しましたか。まず、支援の実施に関する次の選択肢のうち、あてはまるもの１つに○を付けてください。さらに、「２　支援を行った」を選択した場合は、支援の終了を判断した基準を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	特に定めていない
	

	２
	定めている

	


問２－６―B　【支援の撤退基準B】現在、貴都道府県が行う支援を終了するための具体的な基準を定めていますか。次の選択肢のうち、あてはまるもの１つに○を付けてください。また、「２　定めている」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。（地域防災計画等の該当箇所を添付いただいてもかまいません。）
問２－７　【重点分野（支援判断）】　東日本大震災を踏まえて、貴都道府県において特に力を入れて見直した施策はありますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「６　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	支援を行う災害の想定
	

	２
	協定先支援の開始基準
	

	３
	協定外支援の開始基準
	

	４
	支援先の優先順位
	

	５
	支援の撤退基準
	

	６
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	７
	特に力を入れて見直した施策はない
	


（２）物的支援体制の構築
問３－１―A　【救援物資の想定A】東日本大震災の際、災害発生後に被災地へ輸送する救援物資の種類や量は、あらかじめ定められていましたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	救援物資の種類や量は、あらかじめ想定されていた
	

	２
	救援物資の種類や量は、想定していなかったが、被災地からの要請前の時点で適切に判断した
	

	３
	被災地からの要請に基づいて、救援物資の種類や量を決めた
	

	４
	救援物資は送付しなかった
	


問３－１―B　【救援物資の想定B】現在、災害発生後に被災地へ輸送する救援物資の種類や量は、あらかじめ定められていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	救援物資の種類や量は、あらかじめ定められている
	

	２
	救援物資の種類や量は、特に想定していない
	

	３
	救援物資は送付しないこととしている
	


問３－２―A　【救援物資の確保A】東日本大震災の際、輸送する救援物資はどのように確保しましたか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○をつけてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	庁内の備蓄品から確保した
	

	２
	民間の協定締結先から確保した
	

	３
	民間の非協定締結先から確保した
	

	４
	地域住民から確保した
	

	５
	確保・輸送しなかった
	


問３－２―B　【救援物資の確保B】現在、輸送する救援物資はどのように確保しますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○をつけてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	庁内の備蓄品から確保する
	

	２
	民間の協定締結先から確保する
	

	３
	民間の非協定締結先から確保する
	

	４
	地域住民から確保する
	

	５
	確保・輸送しないこととしている
	

	６
	特に定めていない
	


問３－３―A　【救援物資の輸送時期A】東日本大震災の際、救援物資の輸送はどのような時期に行うこととしましたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	被災地から支援要請が来る前に救援物資を確保し、輸送した
	

	２
	被災地から支援要請が来る前に救援物資を確保し、支援要請が来てから輸送した
	

	３
	被災地から支援要請が来て、初めて救援物資の確保・輸送を行った
	

	４
	確保・輸送しなかった
	


問３－３―B　【救援物資の輸送時期B】現在、救援物資の輸送はどのような時期に行うこととしていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	被災地から支援要請が来る前に救援物資を確保し、輸送する
	

	２
	被災地から支援要請が来る前に救援物資を確保し、支援要請があれば輸送する
	

	３
	被災地から支援要請が来て、初めて救援物資の確保・輸送を行う
	

	４
	確保・輸送しないこととしている
	

	５
	特に定めていない
	


問３－４―A　【救援物資の集積拠点A】東日本大震災の際、貴都道府県内から他都道府県の被災地へ救援物資を輸送するために、市町村や民間事業者の物資をどこに集積して発送しましたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	近隣の都道府県と共同で特定の場所を集積拠点として、救援物資を集めた
	

	２
	貴都道府県内の、１あるいは複数の場所を集積拠点として、救援物資を集めた
	

	３
	市区町村が集積し、救援物資を集めた
	

	４
	確保・輸送しなかった
	


問３－４―B　【救援物資の集積拠点B】現在、貴都道府県内から他都道府県の被災地へ救援物資を輸送する場合、市町村や民間事業者の物資をどこに集積して発送することとしていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	近隣の都道府県と共同で特定の場所を集積拠点として定めている
	

	２
	貴都道府県内の、１あるいは複数の場所を集積拠点として定めている
	

	３
	市区町村が集積することと定めている
	

	４
	確保・輸送しないこととしている
	

	５
	特に定めていない
	


問３－５　【重点分野（物的支援）】東日本大震災を踏まえて、貴都道府県において特に力を入れて見直した施策はありますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「５　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	救援物資の想定
	

	２
	救援物資の確保
	

	３
	救援物資の輸送時期
	

	４
	救援物資の集積場所
	

	５
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	６
	特に力を入れて見直した施策はない
	


（３）人的支援体制の構築
問４－１―A　【派遣人員の事前把握A】東日本大震災の際、貴都道府県から派遣可能な最大職員数をどのように把握しましたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	被災地で実際に行う支援業務ごとに職員を分けて、派遣可能な最大職員数を把握した
	

	２
	職種別に、事務職員と専門的な技術職員に分けて、派遣可能な最大職員数を把握した
	

	３
	業務や職種ではなく、全体として派遣可能な最大職員数を把握した
	

	４
	派遣可能な最大職員数は把握していなかった
	


問４－１―B　【派遣人員の事前把握B】現在、貴都道府県が被災していないことを前提として、貴都道府県から派遣可能な最大職員数は事前に把握していますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	被災地で行う支援業務ごとに職員を分け、派遣可能な最大職員数を把握している
	

	２
	職種別に事務職員と専門的な技術職員に分け、派遣可能な最大職員数を把握している
	

	３
	業務や職種ではなく、全体として派遣可能な最大職員数を把握している
	

	４
	特に把握していない
	


問４－２―A　【職員派遣A】東日本大震災において、貴都道府県は被災地に職員派遣を行いましたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。また、「１　職員派遣を行った」と回答した場合、その職員派遣の具体的な内容について、発災後の時期を分けて、別表２（次のページ）に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	職員派遣を行った

　→　別表２（次のページ）に、具体的な内容について記入してください
	

	２
	職員派遣を行っていない
	






問４－２－B　【職員派遣B】東日本大震災では、応急対応から復旧・復興へと段階が移るにつれて、支援を求められている業務も変わってきました。現在、貴都道府県において、支援する業務や職員について、どのように定めていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	状況時期により支援業務が変わることを想定し、支援業務ごとに支援可能な最大職員数を把握する
	

	２
	状況時期により支援業務が変わることは想定するが、支援業務ごとに支援可能な最大職員数は把握しない
	

	３
	状況時期により支援業務が変わることは想定しないが、支援業務ごとに支援可能な最大職員数は把握する
	

	４
	状況時期により支援業務が変わることは想定しないし、支援業務ごとに支援可能な最大職員数も把握しない
	


問４－３―A　【参集対象地域A】東日本大震災以前、貴都道府県において、勤務時間外に災害対応を行うための職員の参集体制はどの地域を対象としていましたか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「５　その他」を選択した場合は、具体的な対象地域と参集基準を記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	貴都道府県内
	

	２
	貴都道府県に隣接する自治体
	

	３
	貴都道府県が所属するブロック内の自治体
	

	４
	貴都道府県と（ブロック協定を除く）協定を結んでいる自治体
	

	５
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	


	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	貴都道府県内
	

	２
	貴都道府県に隣接する自治体
	

	３
	貴都道府県が所属するブロック内の自治体
	

	４
	貴都道府県と（ブロック協定を除く）協定を結んでいる自治体
	

	５
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	


問４－３―B　【参集対象地域B】現在、貴都道府県において、勤務時間外に災害対応を行うための職員の参集体制はどの地域を対象としていますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「５　その他」を選択した場合は、具体的な対象地域と参集基準を記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	庁内全体で職員の派遣状況をデータベース化し、継続的な災害対応に役立てた
	

	２
	要請段階で人事課等の特定部署が報告を受け、庁内全体で調整し、派遣した
	

	３
	業務単位に応じて各部局で把握し、庁内全体で支援人数の状況をとりまとめていた
	

	４
	業務単位に応じて各部局で対応したが、特に庁内全体では把握しなかった
	


問４－４―A　【発災後の職員派遣状況A】東日本大震災では、業務単位で人的支援要請があり、個別に対応したことから、派遣職員の全数把握ができなかった自治体もありました。東日本大震災の際、貴都道府県では、実際に人的支援を行う場合、職員の派遣状況はどのように把握しましたか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	庁内全体で職員の派遣状況をデータベース化し、その後の災害対応に役立てる
	

	２
	要請段階で人事課等の特定部署が報告を受け、庁内全体で調整し、派遣する
	

	３
	業務単位に応じて各部局で把握し、庁内全体で支援人数の状況をとりまとめる
	

	４
	業務単位に応じて各部局で把握するが、特に庁内全体では把握するつもりはない
	


問４－４―B　【発災後の職員派遣状況B】現在、貴都道府県では、実際に人的支援を行う場合、職員の状況はどのように把握することとしていますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。
問４－５―A　【派遣職員の携行品A】東日本大震災の発災当初、被災地では生活物資等（水、食料、寝袋等）の確保が難しい状況でした。それでは、貴都道府県は、東日本大震災の発災当初、貴都道府県から派遣される職員の生活物資等はどのように確保しましたか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「５　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	備蓄品により確保した
	

	２
	あらかじめ定めていた特定の調達先から確保した
	

	３
	派遣時に調達先を決めて確保した（被災地での確保を除く）
	

	４
	被災した現地で確保した
	

	５
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	６
	職員を派遣していない
	


問４－５―B　【派遣職員の携行品B】現在、貴都道府県から派遣される職員の生活物資等はどこから確保するよう定めていますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「５　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	備蓄品により確保する
	

	２
	あらかじめ定めていた特定の調達先から確保する
	

	３
	派遣時に調達先を決めて確保する（被災地での確保を除く）
	

	４
	被災した現地で確保する
	

	５
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	６
	職員を派遣していない
	


問４－６―A　【派遣職員不在中の人員調整A】東日本大震災の際、貴都道府県において、派遣した職員が抜けたことによる、貴都道府県内部で不足した人的資源をどのように補いましたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	庁内調整だけではなく、退職者の再任用や非常勤職員の採用により調整した
	

	２
	部局内調整だけではなく、人事課等の特定部局が庁内全体で調整を行った
	

	３
	課または部局内で調整を行った
	

	４
	業務に支障がなかったため、または派遣していないため、特に補う必要がなかった
	


問４－６―B　【派遣職員不在中の人員調整B】現在、貴都道府県において、派遣した職員が抜けることによる、貴都道府県内部で不足する人的資源をどのように補うこととしていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	庁内調整だけではなく、退職者の再任用や非常勤職員の採用で調整する
	

	２
	部局内調整だけではなく、人事課等の特定部局が庁内全体で調整を行う
	

	３
	課または部局内で調整を行う
	

	４
	特に定めていない
	


問４－７―A　【グループ支援A】災害時の自治体間の職員派遣については、都道府県同士、市同士、町同士、村同士というように、規模が同じレベルの間での支援（並行支援）が有効であると言われています。そのため、東日本大震災では、都道府県が域内の市区町村と連携して、グループを組み支援するという取組が行われました（以下、「グループ支援」という）。それでは、東日本大震災の際、貴都道府県では、貴都道府県内市区町村とどのように連携して支援を行いましたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。また、「６　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	貴都道府県が組織したグループに、貴都道府県内すべての市町村が参加し、支援を行った
	

	２
	貴都道府県が組織したグループに、貴都道府県内の一部の希望する市区町村のみが参加し、支援を行った
	

	３
	貴都道府県は関わっていないが、貴都道府県内の市区町村がグループを組織し、支援を行った
	

	４
	グループ支援は行わなかったが、市区町村の個別の支援状況は把握した
	

	５
	グループ支援は行わず、市区町村の個別の支援状況も把握しなかった
	

	６
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	


問４－７―B　【グループ支援B】現在、貴都道府県では、貴都道府県内市区町村とどのように連携して支援を行うこととしていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。また、「６　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	貴都道府県が組織するグループに、貴都道府県内すべての市町村が参加し、支援を行う
	

	２
	貴都道府県が組織するグループに、貴都道府県内の一部の希望する市区町村のみが参加し、支援を行う
	

	３
	貴都道府県は関わらないが、貴都道府県内の市区町村がグループを組織し、支援を行う
	

	４
	グループ支援は行わないが、市区町村の個別の支援状況は把握する
	

	５
	グループ支援は行わず、市区町村の個別の支援状況も把握しない
	

	６
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	


問４－８　【重点分野（人的支援）】東日本大震災以降、貴都道府県において特に力を入れて見直した施策はありますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「８　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	派遣人員の事前把握
	

	２
	支援業務の時間的整理
	

	３
	職員を参集する対象となる被災地域の判断基準
	

	４
	発災後の職員派遣状況の把握
	

	５
	派遣職員の携行品
	

	６
	派遣職員不在中の人員調整
	

	７
	都道府県と市区町村とのグループ支援体制
	

	８
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	９
	特に力を入れて見直した施策はない
	


問４－９　【支援体制構築の問題等】貴都道府県において、将来の広域巨大災害に対する支援体制を構築する上で、どのような悩みや問題がありますか。また、これまでで工夫した点は何ですか。次の解答欄に具体的な内容を記入してください。
（１）問題や課題
（２）工夫している点
第３部……地域防災計画等における、広域受援計画の充実度
　※　第３部の（１）～（３）では、貴都道府県が被災した場合を想定し、他都道府県の自治体からの支援を受けることを対象として、自治体BCPや地域防災計画等に記載している内容について、お聞きします。
（１）広域受援の判断基準
問５－１　【想定する災害種別】貴都道府県が被災し、他都道府県の自治体から支援を受ける場合、どのような災害を想定していますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「４　その他」を選択した場合は、想定する災害を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	自然災害（地震、津波、風水害、火山噴火、雪害、等）
	

	２
	事故災害（原子力災害、大規模火災、危険物等事故、等）
	

	３
	感染症
	

	４
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	５
	特に想定していない
	


問５－２　【活用した資料】貴都道府県が被災し、他都道府県の自治体からの支援を受けることを検討する際に、根拠となる情報として活用した資料は何ですか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	貴都道府県の地域防災計画
	
	９
	協定締結先の地域防災計画
	

	２
	貴都道府県の自治体BCP
	
	10
	協定締結先の自治体BCP
	

	３
	貴都道府県の被害想定
	
	11
	協定締結先の被害想定
	

	４
	貴都道府県のハザードマップ
	
	12
	協定締結先のハザードマップ
	

	５
	貴都道府県内市区町村の地域防災計画
	
	13
	上記以外の自治体の地域防災計画
	

	６
	貴都道府県内市区町村の自治体BCP
	
	14
	上記以外の自治体の自治体BCP
	

	７
	貴都道府県内市区町村の被害想定
	
	15
	上記以外の自治体の被害想定
	

	８
	貴都道府県内市区町村のハザードマップ
	
	16
	上記以外の自治体のハザードマップ
	


問５－３　【支援要請の判断基準】貴都道府県が被災した場合、他都道府県の自治体からの支援が必要であると判断する基準は何ですか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「７　その他」を選択した場合は、その基準を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	震度、降水量など、災害をもたらす自然現象の規模に基づく基準
	

	２
	死者数、全壊家屋数など、被害の大きさに基づく基準
	

	３
	職員や庁舎の被災など、人員、物資等の資源不足に基づく基準
	

	４
	被災した市区町村と連絡が取れないなど、応急対応に支障をきたす状況に基づく基準
	

	５
	支援職員数、支援の自己完結能力など、要請先の支援能力に基づく基準
	

	６
	自治体との物理的距離や交通網など、支援自治体からのアクセスに基づく基準
	

	７
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	８
	特に定めていない
	


問５－４　【支援要請先の優先順位１】貴都道府県が複数の協定を締結している場合、支援要請先はどのように決定することとしていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。また、「４　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	地域防災計画等にあらかじめ支援要請先の優先順位を定めている
	

	２
	すべての協定相手に支援を要請することとしている
	

	３
	特に定めていない、または、複数の協定を結んでいない
	

	４
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	


問５－４　【支援要請先の優先順位２】状況が異なる２つの候補先に支援を要請する場合、貴都道府県は要請先としてどちらを優先しますか。（１）～（21）のそれぞれ２択のうち、支援要請を優先する選択肢の解答欄（□）に、チェック（レ）を入れるか、黒く（■）塗りつぶしてください。
	（１）
	□　①ブロック協定支援（隣接）
	vs
	□　②ブロック協定支援（遠隔）

	（２）
	□　①ブロック協定支援（隣接）
	vs
	□　③個別協定支援（隣接）

	（３）
	□　①ブロック協定支援（隣接）
	vs
	□　④個別協定支援（遠隔）

	（４）
	□　①ブロック協定支援（隣接）
	vs
	□　⑤協定未締結先からの支援（隣接）

	（５）
	□　①ブロック協定支援（隣接）
	vs
	□　⑥協定未締結先からの支援（遠隔）

	（６）
	□　①ブロック協定支援（隣接）
	vs
	□　⑦国への要請による支援

	（７）
	□　②ブロック協定支援（遠隔）
	vs
	□　③個別協定支援（隣接）

	（８）
	□　②ブロック協定支援（遠隔）
	vs
	□　④個別協定支援（遠隔）

	（９）
	□　②ブロック協定支援（遠隔）
	vs
	□　⑤協定未締結先からの支援（隣接）

	（10）
	□　②ブロック協定支援（遠隔）
	vs
	□　⑥協定未締結先からの支援（遠隔）

	（11）
	□　②ブロック協定支援（遠隔）
	vs
	□　⑦国への要請による支援

	（12）
	□　③個別協定支援（隣接）
	vs
	□　④個別協定支援（遠隔）

	（13）
	□　③個別協定支援（隣接）
	vs
	□　⑤協定未締結先からの支援（隣接）

	（14）
	□　③個別協定支援（隣接）
	vs
	□　⑥協定未締結先からの支援（遠隔）

	（15）
	□　③個別協定支援（隣接）
	vs
	□　⑦国への要請による支援

	（16）
	□　④個別協定支援（遠隔）
	vs
	□　⑤協定未締結先からの支援（隣接）

	（17）
	□　④個別協定支援（遠隔）
	vs
	□　⑥協定未締結先からの支援（遠隔）

	（18）
	□　④個別協定支援（遠隔）
	vs
	□　⑦国への要請による支援

	（19）
	□　⑤協定未締結先からの支援（隣接）
	vs
	□　⑥協定未締結先からの支援（遠隔）

	（20）
	□　⑤協定未締結先からの支援（隣接）
	vs
	□　⑦国への要請による支援

	（21）
	□　⑥協定未締結先からの支援（遠隔）
	vs
	□　⑦国への要請による支援


　上記選択肢の詳しい内容は、次のとおりです。
	表示
	内容
	都道府県
間の距離

	①ブロック協定支援（隣接）
	全国知事会・ブロック協定の締結先からの支援
	隣接県

	②ブロック協定支援（遠隔）
	全国知事会・ブロック協定の締結先からの支援
	遠隔県

	③個別協定支援（隣接）
	個別協定の締結先からの支援
	隣接県

	④個別協定支援（遠隔）
	個別協定の締結先からの支援
	遠隔県

	⑤協定未締結先からの支援（隣接）
	協定を締結していない自治体からの支援
	隣接県

	⑥協定未締結先からの支援（遠隔）
	協定を締結していない自治体からの支援
	遠隔県

	⑦国への要請による支援
	国への要請に基づく支援
	―


　※遠隔県とは、②はブロック協定内で隣接していない県、④⑥はブロックを間に１以上またぐ県とします。
問５－４　【支援の受入基準】貴都道府県が支援の要請をしていない他都道府県の自治体から自主的な支援の申し出を受けた場合、どのような基準で支援を受け入れることとしていますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「８　その他」を選択した場合は、その基準を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	震度、降水量など、災害をもたらす自然現象の規模に基づく基準
	

	２
	死者数、全壊家屋数など、被害の大きさに基づく基準
	

	３
	職員や庁舎の被災など、人員、物資等の資源不足に基づく基準
	

	４
	被災した市区町村と連絡が取れないなど、応急対応に支障をきたす状況に基づく基準
	

	５
	支援職員数、支援の自己完結能力など、申し出自治体の支援能力に基づく基準
	

	６
	協定先との関係など、複数の自治体との比較優先度に基づく基準
	

	７
	自治体との物理的距離や交通網など、支援自治体からのアクセスに基づく基準
	

	８
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	９
	特に定めていない
	


問５－７　【支援受入の完了基準】貴都道府県が支援の受入を終了するための具体的な基準を定めていますか。次の選択肢のうち、あてはまるもの１つに○を付けてください。また、「２　定めている」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。（地域防災計画等の該当箇所を添付いただいてもかまいません。）
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	特に定めていない
	

	２
	定めている

	


問5－8　【重点分野（受援判断）】東日本大震災以降、貴都道府県において特に力を入れて見直した施策はありますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「６　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	支援を受ける災害の想定
	

	２
	支援の要請基準
	

	３
	支援要請先の優先順位
	

	４
	支援の受入基準
	

	５
	支援受入の完了基準
	

	６
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	７
	特に力を入れて見直した施策はない
	


（２）物的受援体制の構築
問６－１　【救援物資ニーズの把握】現在、貴都道府県内で災害が発生した場合に、必要となる救援物資の情報はどのように入手することとしていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	必要となる救援物資を、数量及び必要となる時期とともにあらかじめ整理している
	

	２
	数量や時間は整理していないが、必要となる救援物資の種類はあらかじめ整理している
	

	３
	必要となる救援物資は特に整理していないが、災害時に被災市区町村からの要請により情報を整理して対応することとしている
	

	４
	特に定めていない
	


問６－２　【救援物資の要請先】現在、必要となる救援物資を入手するために、どこへ要請することとしていますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「９　その他」を選択した場合は、要請先を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	国
	

	２
	知事会
	

	３
	協定を締結している都道府県
	

	４
	それ以外の都道府県（他都道府県の市区町村を含む）
	

	５
	貴都道府県内の市区町村
	

	６
	協定を締結している民間企業
	

	７
	協定を締結していない民間企業
	

	８
	個人
	

	９
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	10
	特に定めていない
	


問６－３　【救援物資の集積拠点】現在、貴都道府県内に輸送される救援物資は、まずどこで受け入れることとなっていますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「４　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	都道府県レベルで受け入れるよう、集積拠点を定める
	

	２
	市区町村レベルで受け入れるよう、市区町村と協議し、集積拠点を定める
	

	３
	直接、避難所や病院などへ輸送する
	

	４
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	５
	特に定めていない
	


問６－４　【集積拠点での工夫】現在、集積拠点において、救援物資の輸送を効率的に行うために、貴都道府県においてあらかじめ定めていることは何ですか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「９　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	膨大な救援物資を受け入れるために、集積拠点の保管スペースや容量をあらかじめ把握する
	

	２
	適切な在庫管理ができるよう、救援物資の配置図を用意する
	

	３
	適切な在庫管理ができるよう、物資のデータ管理システムを用意する
	

	４
	中身の種類や数量がわかるように、荷姿や帳票等を工夫する
	

	５
	積卸しに膨大な職員を割くことがないよう、作業車両を活用する
	

	６
	作業車両による搬出入作業ができるよう、バリアフリー化した集積拠点を用意する
	

	７
	不慣れな職員でも円滑な物流システムを構築できるよう、マニュアルを用意する
	

	８
	円滑な物流システムを構築できるよう、集積拠点の運営を民間流通業者に委託する
	

	９
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	10
	特に定めていない
	


問６－５　【重点分野（物的受援）】東日本大震災以降で、貴都道府県において特に力を入れて見直した施策はありますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「４　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	救援物資ニーズの把握
	

	２
	救援物資の要請先
	

	３
	救援物資の集積拠点
	

	４
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	５
	特に力を入れて見直した施策はない
	


（３）人的受援体制の構築
問７－１　【必要人員の事前把握１】現在、貴都道府県では、災害対応に必要な人的資源をどの程度算出していますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	災害対応に必要な人員と登庁可能と想定される職員数との差から、支援を必要とする人員をあらかじめ算出している
	

	２
	災害対応に必要な人員のみ、あらかじめ算出している
	

	３
	一定時間内に登庁可能な職員数のみ、あらかじめ算出している
	

	４
	特に算出していない
	


問７－２　【必要人員の事前把握２】問７－１で１～３と回答した場合、貴都道府県が災害対応に必要な人的資源量を算出するために活用している情報は何ですか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「４　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	貴都道府県で策定した被害想定
	

	２
	貴都道府県で策定したBCP
	

	３
	貴都道府県で算出した職員の参集率
	

	４
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	５
	特に活用していない
	


問７－３　【退職職員の活用】現在、貴都道府県では、人的資源が不足した場合の退職職員の活用について、どのように定めていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	あらかじめ退職者リストを作成し、雇用条件等を定めている
	

	２
	雇用条件等は定めていないが、あらかじめ退職者リストを作成している
	

	３
	退職者リストは作成していないが、あらかじめ雇用条件等を定めている
	

	４
	特に定めていない
	


問７－４　【派遣職員の受入れ態勢】現在、貴都道府県では、他自治体から支援に来る職員の受入れ態勢をどのように定めていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	支援が必要な人数を想定し、宿泊施設と生活物資をあらかじめ確保している
	

	２
	支援が必要な人数を想定し、宿泊施設のみあらかじめ確保している
	

	３
	支援が必要な人数を想定し、生活物資のみあらかじめ確保している
	

	４
	支援自治体が宿泊施設と生活物資を自前で用意することとしている
	

	５
	個別に相談に応じることとしている
	

	６
	特に定めていない
	


	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	貴都道府県職員とともに災害対策本部において対応方針の指揮・調整に関わる
	

	２
	貴都道府県職員の指揮の下、現場対応に当たる
	

	３
	他自治体から派遣された職員のみで、特定の業務を行う
	

	４
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	５
	特に定めていない
	


問７―５　【派遣職員との役割分担】現在、貴都道府県では、他自治体から派遣された職員の役割をどのように定めていますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「４　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	発災後の時期に対応した支援業務の内容を想定し、支援が必要な職員数を把握している
	

	２
	発災後の時期に対応した支援業務の内容を想定しているが、支援が必要な職員数は把握していない
	

	３
	発災後の時期に対応した支援業務の内容は想定していないが、支援が必要な職員数は把握している
	

	４
	発災後の時期に対応した支援業務の内容は想定していないし、支援が必要な職員数も把握していない
	


問７－６　【受援業務の時間的整理】東日本大震災では、応急対応から復旧・復興へと段階が移るにつれて、支援を必要とする業務も変わってきました。そのことを踏まえて、現在、貴都道府県において、支援を受ける業務や職員について、どのように定めていますか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
問７－７　【ボランティアの受入態勢】現在、個人ボランティアを効果的に活用するために、貴都道府県においてあらかじめ定めていることは何ですか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「12　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	ボランティア団体と連携し、平常時から協議会等を行い、受入態勢を整えている
	

	２
	自賄いできる者のみをボランティアとして受け入れることとしている
	

	３
	ボランティアが宿泊できる場所を定めている
	

	４
	活動場所まで自力でたどりつけるよう、地図と移動手段を用意している
	

	５
	ボランティアが担う役割を、時間経過の段階ごとに定めている
	

	６
	ボランティアセンターの設置場所を定めている
	

	７
	災害対策本部にボランティア関係者が参加することとしている
	

	８
	ボランティアが使用する道具や消耗品を準備している
	

	９
	ボランティア用の食料を備蓄している
	

	10
	ボランティア保険への加入を勧めている
	

	11
	ボランティアに対する心のケアができる態勢を整えている
	

	12
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	13
	特に定めていない
	


問７－８　【救助支援受入態勢の構築】災害発生後の応急対応時に、現場で人命救助にあたる緊急消防援助隊やDMAT、派遣される警察官や自衛隊員、医療従事者などによる専門的な広域支援を受け入れるために、現在、貴都道府県においてあらかじめ定めていることは何ですか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「７　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	迅速な展開ができるよう、現地の活動拠点をあらかじめ定めている
	

	２
	現場レベルで情報交換ができるよう、毎日、協議の場を設けることとしている
	

	３
	全体の災害対応状況がわかるよう、災害対策本部に活動場所を用意している
	

	４
	雨風をしのげるような宿泊場所を確保している
	

	５
	受入態勢を構築し、活動拠点の運営を行うための職員を配置することとしている
	

	６
	現場で迅速に意思決定するために、権限を持った幹部職員を配置することとしている
	

	７
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	８
	特に定めていない
	


問７－９　【重点分野（人的受援）】東日本大震災以降、貴都道府県において特に力を入れて見直した施策はありますか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「８　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	支援が必要な人員の事前把握
	

	２
	退職職員の活用
	

	３
	派遣職員の受け入れ態勢
	

	４
	派遣職員との役割分担
	

	５
	受援業務の時間的整理
	

	６
	ボランティアの受入態勢
	

	７
	救助支援受入態勢の構築
	

	８
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	９
	特に力を入れて見直した施策はない
	


問７－１０　【受援体制構築の問題等】貴都道府県において、将来の広域巨大災害に対する受援体制を構築する上で、どのような悩みや問題がありますか。また、これまでで工夫した点は何ですか。次の解答欄に具体的な内容を記入してください。
（１）問題や課題
（２）工夫している点

（４）東日本大震災における受援状況
※　ここでは、東日本大震災の際に経験した受援の状況について、お聞きします。
問8－1　【受援経験】東日本大震災の際、貴都道府県は他の都道府県から物的または人的な支援を受けましたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	他の都道府県から物的または人的な支援を受けました
　→　問８－２以降も、回答してください
	

	２
	他の都道府県から物的または人的な支援を受けていません
　→　41ページ（最終ページ）に進んでください
	


問８－２　【支援要請の判断基準】東日本大震災の際、他の自治体からの支援が必要であると判断した基準は何ですか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「７　その他」を選択した場合は、その基準を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	震度や津波の高さなど、災害をもたらした自然現象の規模に基づく基準
	

	２
	死者数、全壊家屋数など、被害の大きさに基づく基準
	

	３
	職員や庁舎の被災など、人員、物資等の資源不足に基づく基準
	

	４
	被災した市区町村と連絡が取れないなど、応急対応に支障をきたす状況に基づく基準
	

	５
	支援職員数、支援の自己完結能力など、要請先の支援能力に基づく基準
	

	６
	自治体との物理的距離や交通網など、支援自治体からのアクセスに基づく基準
	

	７
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	８
	支援は要請しなかった
	

	９
	支援を要請できなかった
	


問８－３　【支援の受入基準】東日本大震災の際、貴都道府県が支援の要請をしていない自治体から自主的な支援の申し出を受けた場合、どのような基準で支援を受け入れましたか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「８　その他」を選択した場合は、その基準を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	震度や津波の高さなど、災害をもたらした自然現象の規模に基づく基準
	

	２
	死者数、全壊家屋数など、被害の大きさに基づく基準
	

	３
	職員や庁舎の被災など、人員、物資等の資源不足に基づく基準
	

	４
	被災した市区町村と連絡が取れないなど、応急対応に支障をきたす状況に基づく基準
	

	５
	支援職員数、支援の自己完結能力など、申し出自治体の支援能力に基づく基準
	

	６
	協定先との関係など、複数の自治体との比較優先度に基づく基準
	

	７
	自治体との物理的距離や交通網など、支援自治体からのアクセスに基づく基準
	

	８
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	９
	支援を要請していない自治体から自主的な支援の申し出があったが、支援は受け入れなかった。
	

	10
	支援を要請していない自治体からは、自主的な支援の申し出はなかった。
	


問８－４　【救援物資ニーズの把握】東日本大震災が発生した際に、必要となる救援物資の情報はどのように入手して、救援物資を要請しましたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	被災市町村から必要となる救援物資の情報が入ってこなかったが、必要となる救援物資を、あらかじめ数量及び必要となる時期とともに整理していたので、それに基づいて救援物資を要請した
	

	２
	被災市町村から必要となる救援物資の情報が入ってこなかったが、必要となる救援物資の種類はあらかじめ整理していたので、必要な数量は貴都道府県が独自に想定し、それに基づいて救援物資を要請した
	

	３
	被災市町村から必要となる救援物資の情報が入ってこなかったため、貴都道府県が独自に必要となる救援物資の種類や数量をその場で判断し、要請した
	

	４
	被災市町村から必要となる救援物資の要請があったので、その情報に基づいて救援物資を要請した
	

	５
	救援物資は要請しなかった
	

	６
	救援物資を要請することができなかった
	


問８－５　【救援物資の要請先】東日本大震災の際、必要となる救援物資を入手するために、どこへ要請しましたか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「９　その他」を選択した場合は、要請先を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	国
	

	２
	知事会
	

	３
	協定を締結している都道府県
	

	４
	それ以外の都道府県（他都道府県の市区町村を含む）
	

	５
	貴都道府県内の市区町村
	

	６
	協定を締結している民間企業
	

	７
	協定を締結していない民間企業
	

	８
	個人
	

	９
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	10
	救援物資は要請しなかった
	

	11
	救援物資を要請することができなかった
	


問８－６　【救援物資の集積拠点】東日本大震災の際、貴都道府県の外から貴都道府県内に輸送される救援物資は、まずどこで受け入れましたか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「４　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	都道府県レベルの集積拠点で受け入れた
	

	２
	市区町村と協議し、市区町村レベルの集積拠点で受け入れた
	

	３
	直接、避難所や病院などへ輸送した
	

	４
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	５
	救援物資は受け入れなかった
	


問８－７　【集積拠点での工夫】東日本大震災の際、集積拠点において、救援物資の輸送を効率的に行うために、貴都道府県が工夫したことは何ですか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「９　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	膨大な救援物資を受け入れるために、集積拠点の保管スペースや容量をあらかじめ把握した
	

	２
	適切な在庫管理ができるよう、救援物資の配置図を用意した
	

	３
	適切な在庫管理ができるよう、物資のデータ管理システムを用意した
	

	４
	中身の種類や数量がわかるように、荷姿や帳票等を工夫した
	

	５
	積卸しに膨大な職員を割くことがないよう、作業車両を活用した
	

	６
	作業車両による搬出入作業ができるよう、バリアフリー化した集積拠点を用意した
	

	７
	不慣れな職員でも円滑な物流システムを構築できるよう、マニュアルを用意した
	

	８
	円滑な物流システムを構築できるよう、集積拠点の運営を民間流通業者に委託した
	

	９
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	10
	救援物資は受け入れなかった
	


問８－８　【派遣職員受入】東日本大震災の際、貴都道府県は他自治体から派遣された職員を受け入れましたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。また、「１　派遣された職員を受け入れた」と回答した場合、その派遣職員受入の具体的な内容について、発災後の時期を分けて、別表３（次のページに記入してください）。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	派遣された職員を受け入れた
　→　別表３（次のページ）に、具体的な内容について記入してください
	

	２
	派遣された職員は受け入れなかった
	






問８－９　【退職職員の活用】東日本大震災の際、貴都道府県では人的資源の不足解消の手段として、退職職員を活用しましたか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	あらかじめ災害時に再雇用可能な退職者リストを作成しており、その中から東日本大震災をきっかけにして、退職職員を雇用した
	

	２
	退職職員を活用できるように、あらかじめ雇用条件等は定めていた
	

	３
	東日本大震災後に、再雇用可能な退職職員を募り、活用した
	

	４
	退職職員は活用しなかった
	


問８－１０　【派遣職員の受入れ態勢】東日本大震災の際、貴都道府県では、他自治体から支援に来る職員の受入れ態勢はどうでしたか。次の選択肢のうち、最も近いもの１つに○を付けてください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	支援が必要な人数を想定し、宿泊施設と生活物資をあらかじめ確保した
	

	２
	支援が必要な人数を想定し、宿泊施設のみあらかじめ確保した
	

	３
	支援が必要な人数を想定し、生活物資のみあらかじめ確保した
	

	４
	支援自治体が宿泊施設と生活物資を自前で用意してもらった
	

	５
	個別に相談に応じた
	

	６
	他自治体からの職員派遣はなかった
	


	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	貴都道府県職員とともに災害対策本部において対応方針の指揮・調整に関わった
	

	２
	貴都道府県職員の指揮の下、現場対応に当たった
	

	３
	他自治体から派遣された職員のみで、特定の業務を行った
	

	４
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	５
	他自治体からの職員派遣はなかった
	


問８－１１　【派遣職員との役割分担】東日本大震災の際、貴都道府県では、他自治体から派遣された職員はどのような役割を担っていましたか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「４　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
問８－１２　【ボランティアの受入態勢】東日本大震災の際、個人ボランティアを効果的に活用するために、貴都道府県はどのようなことを行いましたか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「12　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	ボランティア団体と連携し、平常時から協議会等を行い、受入態勢を整えていた
	

	２
	自賄いできる者のみをボランティアとして受け入れた
	

	３
	ボランティアが宿泊できる場所を定めた
	

	４
	活動場所まで自力でたどりつけるよう、地図と移動手段を用意した
	

	５
	ボランティアが担う役割を、時間経過の段階ごとに定めた
	

	６
	ボランティアセンターの設置場所を定めた
	

	７
	災害対策本部にボランティア関係者が参加した
	

	８
	ボランティアが使用する道具や消耗品を準備した
	

	９
	ボランティア用の食料を備蓄した
	

	10
	ボランティア保険への加入を勧めた
	

	11
	ボランティアに対する心のケアができる態勢を整えた
	

	12
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	13
	個人ボランティアは受け入れなかった
	


問８－１３　【救助支援受入態勢の構築】東日本大震災直後の応急対応時に、現場で人命救助にあたる緊急消防援助隊やDMAT、派遣される警察官や自衛隊員、医療従事者などによる専門的な広域支援を受け入れるために、どのようなことを行いましたか。次の選択肢のうち、あてはまるものすべてに○を付けてください。また、「７　その他」を選択した場合は、その内容を具体的に記入してください。
	
	選択肢の内容
	回答欄

	１
	迅速な展開ができるよう、現地の活動拠点を定めた
	

	２
	現場レベルで情報交換ができるよう、毎日、協議の場を設けた
	

	３
	全体の災害対応状況がわかるよう、災害対策本部に活動場所を用意した
	

	４
	雨風をしのげるような宿泊場所を確保した
	

	５
	受入態勢を構築し、活動拠点の運営を行うための職員を配置した
	

	６
	現場で迅速に意思決定するために、権限を持った幹部職員を配置した
	

	７
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	８
	専門的な広域支援は受け入れなかった
	


問８－１４　【支援受入の完了基準】東日本大震災の際、貴都道府県はどのような理由に基づいて支援の受入を終了しましたか。具体的な内容を記入してください。

　最後に、ご回答いただいた貴都道府県、ご回答者について教えてください。
	項目
	記入欄

	１．記入日
	平成　２６　年　　　　　月　　　　　日

	２．貴都道府県名
	

	３．貴部課名
	

	４．貴課職員数
	

	５．東日本大震災への
派遣人数（貴課分）
	

	６．東日本大震災への
　　派遣人数（全庁分）
	

	７．ご回答者氏名
	

	８．ご回答者職名
	

	９．ご連絡先電話番号
	

	10．ご連絡先FAX番号
	

	11．ご連絡先メールアドレス
	

	12．自由記入欄
	


　回答にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。
大規模災害に対する都道府県の広域連携に関する調査票


～東日本大震災を踏まえて～








第1部……自治体間の広域応援体制





問１－１　【災害応援協定】貴都道府県において、自治体間で締結している災害時相互応援に関する協定の内容について、次の別表１に


　　　　　記入してください。なお、本問は、消防や警察、国の機関が入る協定は除きます（別添資料として、消防庁がまとめた都道府


　　　　　県の防災活動に関する応援協定の締結状況一覧表を添付しておりますので、活用してください）。


別表１　（電子データで回答する場合には、エクセル形式の別ファイルを使用してください。）

















問４－２―A　【職員派遣A】東日本大震災において、貴都道府県が被災地に職員派遣を行った場合、その職員派遣の具体的な内容について、


　　　　　　　発災後の時期に分けて、別表２に記入してください（回答ページは２ページあります）。


別表２　（電子データで回答する場合には、エクセル形式の別ファイルを使用してください。）





例）支援が必要となる状況の決定、協定先との支援・受援の協議、派遣職員の宿舎、食料や水






































例）受援が必要となる状況の決定、協定先との支援・受援の協議、受援要員の宿舎、食料や水
































問８－８　【職員派遣A】東日本大震災において、貴都道府県が他自治体から派遣された職員を受け入れた場合、その職員派遣の具体的な内容について、


　　　　　発災後の時期に分けて、別表３に記入してください（回答ページは２ページあります）。


別表３　（電子データで回答する場合には、エクセル形式の別ファイルを使用してください。）
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